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▲改修された玄関駐車スペース

▲ドローンを使ってワクワク！

松岡  光子

岡田  千賀子

問　

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
は
、
当
初
、
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
の
場
で
あ
っ
た
が
、

子
ど
も
た
ち
も
利
用
し
、
送

迎
に
よ
る
駐
車
で
周
辺
環
境

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

今
後
の
検
討
と
は
。

答　

ニ
ー
ズ
や
環
境
の
変
化

な
ど
を
踏
ま
え
、
施
設
の
運

営
、
駐
車
場
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
多
世
代
が

利
用
で
き
る
施
設
に
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
　

引
き
下
げ
を

こ
れ
以
上
の
減
額

措
置
は
で
き
な
い

尾
崎
理
事

問　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

昭
和
13
年
に
制
定
さ
れ
た
。

問　

新
学
習
指
導
要
領
の
全

面
実
施
に
向
け
た
教
育
活
動

を
進
め
る
中
、
教
材
と
し
て

小
型
ド
ロ
ー
ン
10
機
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

 

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
有
効

性
や
活
用
方
法
は
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
想
定
し

た
動
き
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

し
て
、
実
際
に
そ
の
動
き
に

な
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る

た
め
に
活
用
す
る
。

　

実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
検
証
す
る
場
所
は
、
各
小

学
校
の
体
育
館
で
４
年
生
の

授
業
が
対
象
で
あ
る
。

一

般

質

問

日本共産党代表

政風会代表

いきいきセンターの今後は

プログラミング教育は

多世代が利用できる施設に

論理的思考を養うために有効

尾崎理事

町　長

▲学用品が多くて重いよ～！

　▲施政方針による町政運営の実践を

大瀧  金三

河野  照代

問　

文
部
科
学
省
は
通
学
時

の
持
ち
物
の
重
さ
や
量
に
配

慮
を
求
め
る
通
知
を
出
し
ま

し
た
。
全
国
で
は
既
に
、
教

科
書
や
副
教
材
を
教
室
に
置

い
て
帰
る
「
置
き
勉
」
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
町
と
し
て

の
考
え
は
。

答　

各
小
中
学
校
で
は
、
明

文
化
し
た
も
の
は
な
い
が
、

各
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
、

美
術
や
図
工
、音
楽
な
ど
で
、

置
い
て
帰
る
こ
と
が
可
能
な

も
の
に
つ
い
て
は
認
め
て
い

る
。

　

学
期
末
な
ど
多
い
時
は
、

何
日
か
に
分
け
て
持
ち
帰
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　

全
国
的
に
取
り
入
れ
る

学
校
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
利
用

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
の
考
え
は
。

答　

文
部
科
学
省
が
策
定
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
紙

の
教
科
書
と
の
併
用
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
機
器
な
ど

の
導
入
に
関
す
る
課
題
も
あ

り
、
現
段
階
で
は
導
入
を
考

え
て
い
な
い
。

総
合
相
談
窓
口
の

　
　
　
　
　
　

移
動
開
設
は

電
話
や
訪
問
相
談

に
応
じ
る

町
長

問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
移

動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

や
障
が
い
者
に
配
慮
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
身
近
な
総
合
相

談
窓
口
の
開
設
は
。

答　

高
齢
者
が
尊
厳
を
保
ち

な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

電
話
で
の
対
応
や
訪
問
し
て

の
相
談
に
応
じ
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
は

一

般

質

問

公明党代表

新政会代表

重い通学カバンの解消は

平成31年度予算編成は  

各学校の実情に応じて対応

総合的に勘案して編成

町　長

町　長

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
推
進
を検

討
し
て
い
き
た
い

教
育
長

問　

学
校
の
運
営
に
関
し
て

協
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）

は
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
に
転
換
し
て
い
く

取
り
組
み
と
考
え
る
。
導
入

の
検
討
は
。

答　

学
校
運
営
協
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
と
学
校
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ

ン
の
共
有
や
役
割
分
担
を
も

っ
て
連
携
・
協
働
に
よ
る
取

り
組
み
が
で
き
る
。
２
月
に

実
施
し
た
総
合
教
育
会
議
に

お
い
て
議
題
と
し
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
た
。
今
後
は
、
推
進
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
は

必
要
に
応
じ
て

開
設
す
る

町
長

問　

福
祉
避
難
所
は
要
配
慮

者
個
別
計
画
に
明
記
す
る
の

か
。

答　

明
記
せ
ず
必
要
に
応
じ

て
開
設
す
る
。

現
在
の
加
入
者
は
、
年
金
受

給
者
と
非
正
規
雇
用
者
が
８

割
で
あ
る
。
重
い
負
担
で
、

滞
納
者
が
15
％
を
超
え
て
い

る
。
国
民
健
康
保
険
税
の
引

き
下
げ
と
し
て
、
所
得
割
の

引
き
下
げ
や
世
帯
割
・
平
等

割
に
つ
い
て
独
自
に
廃
止
は

で
き
な
い
か
。

答　

平
成
31
年
度
の
所
得
割

の
税
率
引
き
下
げ
は
考
え
て

い
な
い
。
世
帯
割
・
平
等
割

の
独
自
廃
止
に
つ
い
て
は
、

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

で
、
保
険
料
の
標
準
的
な
算

定
方
式
が
３
方
式
と
さ
れ
て

お
り
、
考
え
て
い
な
い
。

問　

子
ど
も
が
増
え
る
ほ
ど

保
険
税
が
増
え
る
均
等
割
は
、

他
の
保
険
に
な
い
制
度
で
あ

る
。
不
公
平
・
不
平
等
で
は
。

答　

制
度
上
、
均
等
割
は
決

ま
っ
て
い
る
。
法
に
基
づ
き

実
施
し
て
お
り
、
不
公
平
・

不
平
等
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

平
成
31
年
度
方
針
は
。

答　

税
率
を
据
え
置
く
。
す

で
に
所
得
の
少
な
い
世
帯
に

は
均
等
割
額
及
び
平
等
割
額

を
軽
減
し
て
お
り
、
こ
れ
以

上
の
減
額
措
置
は
で
き
な
い
。

の
体
制
は
十
分
か
。

答　

機
能
強
化
の
た
め
保
健

師
を
１
名
増
員
し
、
相
談
に

つ
い
て
も
適
切
な
機
関
に
つ

な
い
で
い
る
。
休
日
は
宿
直

が
対
応
す
る
。

問　

指
定
管
者
理
制
度
が
始

ま
っ
て
約
16
年
経
過
す
る
が
、

制
度
の
見
直
し
の
機
運
も
高

ま
っ
て
い
る
。
管
理
や
事
業

の
あ
り
方
な
ど
総
点
検
の
時

期
で
は
な
い
の
か
。

答　

今
後
の
管
理
手
法
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
あ
り
方
検

討
や
改
修
の
計
画
を
踏
ま
え
、

目
的
に
最
も
か
な
う
手
法
で

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

平
成
31
年
度
の
災
害
応

急
対
策
に
お
け
る
業
務
継
続

計
画
を
ど
う
策
定
す
る
の
か
。

答　

災
害
発
生
時
に
、
優
先

的
に
実
施
す
べ
き
業
務
を
特

定
す
る
と
と
も
に
、
業
務
執

行
体
制
や
対
応
手
順
、
継
続

に
必
要
な
資
源
の
確
保
な
ど

を
定
め
る
計
画
を
た
て
る
。

　

限
ら
れ
た
人
員
、
資
材
、

情
報
な
ど
の
状
況
下
で
も
段

階
的
に
復
旧
を
図
る
災
害
対

策
を
作
成
す
る
。

問　

平
成
31
年
度
は
ど
の
よ

う
な
成
果
の
検
証
を
私
た
ち

に
示
し
、
第
５
次
総
合
計
画

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る
の
か
。
ま
た
、
平
成
31
年

度
予
算
編
成
に
当
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か
。

答　

既
存
事
業
の
評
価
、
新

規
事
業
の
内
容
、
実
施
の
可

否
な
ど
を
協
議
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
総
合
的
に
勘
案

し
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
受
け
る
相
談
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
児
童
、
Ｄ

Ｖ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
緊

急
か
つ
重
層
的
な
内
容
で
あ

る
場
合
、
対
応
す
る
各
担
当

グ
ル
ー
プ
間
の
連
携
や
休
日

町 方向わが の は


